
JP 2014-128210 A5 2016.2.18

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成28年2月18日(2016.2.18)

【公開番号】特開2014-128210(P2014-128210A)
【公開日】平成26年7月10日(2014.7.10)
【年通号数】公開・登録公報2014-037
【出願番号】特願2012-286978(P2012-286978)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   5/071    (2010.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    5/00     ２０２Ａ
   Ｃ１２Ｎ    5/00     １０２　
   Ｃ１２Ｑ    1/68     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月25日(2015.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cells：以下、iPS細胞と略称する）か
ら分化誘導した肝細胞と未分化のiPS細胞とを含む細胞群から、肝細胞からなる細胞培養
物を分別して得る方法であって、該細胞群を、血清または血清代替物質を含む下記表1ま
たは表2の組成の培地で培養する工程を含む方法。
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【表１】
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【表２】

【請求項２】
　血清または血清代替物質がノックアウト商標　セラム　リプレースメント（knockoutTM

 serum replacement；以下、KSRと略称する）である請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　KSRが、最終濃度10%（V/V）となるように添加されたKSRである請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　培養する工程が、少なくとも3日間培養する工程である請求項1から3のいずれか1項に記
載の方法。
【請求項５】
　iPS細胞から分化誘導した肝細胞と未分化のiPS細胞とを含む細胞群が、iPS細胞から分
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化誘導した肝前駆細胞と未分化のiPS細胞とを含む細胞群である請求項1から4のいずれか1
項に記載の方法。
【請求項６】
　iPS細胞から分化誘導した肝細胞と未分化のiPS細胞とを含む細胞群が、ヒトiPS細胞に
転写因子FOXA2、GATA4、HEXおよびC/EBPαの各遺伝子を3日毎にトランスフェクションし
、増殖促進剤の組合せとしてオンコスタチンM、上皮成長因子、レチノイン酸、デキサメ
タゾン、インシュリンおよびトランスフェリンを含む培地中で分化誘導を行うことにより
得られたヒト肝前駆細胞とヒトiPS細胞とを含む細胞群である請求項1から4のいずれか1項
に記載の方法。
【請求項７】
　人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cells：以下、iPS細胞と略称する）か
ら分化誘導した肝細胞と未分化のiPS細胞とを含む細胞群から、肝細胞からなる細胞培養
物を分別して得る方法であって、iPS細胞から分化誘導した肝細胞と未分化のiPS細胞とを
含む細胞群が、ヒトiPS細胞に転写因子FOXA2、GATA4、HEXおよびC/EBPαの各遺伝子を3日
毎にトランスフェクションし、増殖促進剤の組合せとしてオンコスタチンM、上皮成長因
子、レチノイン酸、デキサメタゾン、インシュリンおよびトランスフェリンを含む培地中
で分化誘導を行い、トランスフェクション後8日目に得られたヒト肝前駆細胞と、ヒトiPS
細胞とを含む細胞群を、最終濃度10%（V/V）となるように添加されたノックアウト商標　
セラム　リプレースメントを含む下記表1または表2の組成の培地で少なくとも3日間培養
する工程を含む方法。
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【表３】



(6) JP 2014-128210 A5 2016.2.18

【表４】
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